
そのとき神奈川で何が起きたか―

知っていますか。

100年前、 神奈川県は関東大震災最大の被災地でした。

発生が懸念される大地震で自分の『いのち』を落とさないため、
そして、 大切な人の『いのち』を皆で守るために、
私たちは今何をすべきなのか、 ともに考えてみませんか？

関東大震災から100年 かながわ消防防災フェア 地震防災
シンポジウム

「いのち」を守る防災への取組み

神奈川県知事　黒岩 祐治基調講演１

その時、神奈川で何が起きていたのか？

名古屋大学減災連携センター
特任教授　武村 雅之氏基調講演２

大震災から「いのち」を守るために
【パネリスト】
　神奈川県知事　黒岩 祐治
　名古屋大学減災連携研究センター特任教授 武村 雅之氏
　神奈川県理事（医療危機対策統括官） 阿南 英明氏

【コーディネーター】
　NHK横浜放送局・横浜国立大学
  総合学術高等研究院客員教授 
  山口 勝氏

パネルディスカッション

黒岩 祐治 武村 雅之氏 阿南 英明氏 山口 勝氏

９月２日(土)
13:00～16:00

神奈川県庁本庁舎大会議場
 （横浜市中区日本大通１）

電話もしくは二次元コードから

TEL 045-210-5945お申込

神奈川県危機管理防災課
計画グループ

問合せ


